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第
六
十
二
回
松

山
市
高
齢
ク
ラ
ブ

大
会
が
、
令
和
四

年
六
月
十
五
日
㈬

に
松
山
市
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
キ
ャ
メ
リ
ア

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
市
内
各
地
域

か
ら
二
四
〇
人
の

会
員
が
出
席
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

三
年
振
り
と
な
る
今
大
会
で

は
、
会
場
の
入
り
口
で
手
指

消
毒
と
検
温
を
行
い
、
座
席

を
一
席
空
け
て
座
る
な
ど
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
山
根
副
会
長
の
司

会
進
行
の
も
と
兵
頭
副
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば
で
開
幕
。

続
い
て
国
歌
斉
唱
（
静
聴
）、

物
故
者
へ
の
黙
と
う
を
経
て

大
会
長
の
中
村
会
長
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
中

村
会
長
は
、
ク
ラ
ブ
会
員
の

日
頃
の
取
り
組
み
へ
の
感
謝

を
表
す
と
と
も
に
、
会
員
増

強
に
対
し
て
引
き
続
き
の
支

援
と
協
力
を
訴
え
、「
皆
さ

ま
は
日
本
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
感
染
防
止
に
留
意

し
て
成
果
を
あ
げ
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
誇
り
に
、
今
後
も

明
る
く
楽
し
く
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
名
誉
会
長
の
野
志

市
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
会

長
表
彰
、
桑
原
賞
、
第
四
十

六
回
高
齢
者
の
主
張
作
文
表

彰
、
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
優
秀
表
彰
の
表
彰
へ
と
移

り
ま
し
た
。
各
賞
、
受
賞
さ

れ
た
団
体
、
個
人
の
代
表
者

が
登
壇
し
、
中
村
会
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
出
席
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
ご

臨
席
さ
れ
た
中
村
知
事
（
代

読
）、
渡
部
市
議
会
議
長
、

鶴
本
県
老
連
会
長
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
来
賓
紹
介
の

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
富

久
栄
ク
ラ
ブ
（
会
長
表
彰
受

賞
）
の
兵
会
長
が
登
壇
。
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
、

式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
媛
の
雑
学
王

土
井
中
照
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
四
国
た
べ
も
の
遍
路

～
国
の
料
理
の
違
い
を
巡
り

ま
す
～
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
焼
き
鳥
を

例
に
し
た
地
域
の
差
違
か
ら

始
ま
り
、
郷
土
料
理
か
ら
見

ら
れ
る
地
域
ご
と
の
歴
史
や

文
化
の
違
い
に
出
席
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
安
永
副
会
長

が
大
会
宣
言
を
壇
上
で
読
み

上
げ
、
満
場
一
致
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、

柳
原
芸
能
・
文
化
部
長
の
音

頭
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
兵

頭
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば

で
大
会
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

中村会長野志市長

土井中氏の講演

入り口での検温

万歳三唱

感染防止対策を徹底し、
240人参集のもと3年振りに開催！

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

ホームページリニューアル！

地域ニュース募集中！
（審査後、掲載させていただきます）

各地域の情報が見やすくなりました！

大阪市平野区喜連西４-６-６９
（06）6797ー0212（代）株式会社博報社 喜連西４-６-６９

7ー0212（代）

https://hakuhousha.info わたしたちは
高齢クラブの活動を
応援しています！！

（預入限度１,０００万円まで）
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そ
う
だ
、
人
間
オ
ギ
ャ
ー
と

生
ま
れ
て
、
そ
こ
が
…
人
生
の

始
ま
り
第
一
歩
。
自
分
の
与
え

ら
れ
た
る
居
場
所
と
…
来
た
も

ん
だ
。
両
親
か
ら
、
イ
ヤ「
天
」

か
ら
与
え
ら
れ
た
る
第
一
歩
。

月
日
も
事
な
く
過
ぎ
行
き
社
会

へ
と
歩
き
出
す
。
ま
ず
は
幼
稚

園
へ
と
…
そ
こ
で
小
さ
な
小
さ

な
自
分
の
姿
を
見
つ
け
、
居
場

所
を
見
つ
け
る
。
月
日
も
事
な

く
過
ぎ
、
毎
日
が
面
白
お
か
し

く
…
で
も
涙
を
流
す
こ
と
も
あ

る
。

　

さ
て
、
次
な
る
居
場
所
、「
学

園
」
が
待
つ
、
学
び
や
の
第
一

歩
、
案
の
定
「
友
」
…
選
び
と

な
る
。
お
互
い
気
の
合
っ
た
者

同
士
の
、
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
勉

学
、
ス
ポ
ー
ツ
に
と
人
生
の
さ

ま
ざ
ま
を
学
ん
で
い
く
、「
何

の
た
め
に
、
生
き
て
い
く
」
人

生
の
「
オ
ノ
レ
の
居
場
所
を
」

…
の
「
下
ゴ
シ
ラ
エ
」
と
来
る
。

年
月
は
過
ぎ
行
き
「
小
」「
中
」

「
高
」
し
て
「
大
学
」
へ
と
歩

を
進
め
る
人
も
熟
な
し
て
、
や

が
て
社
会
人
…
こ
の
居
場
所
こ

そ
が
…
人
生
の
大
切
な
大
切
な

一
生
の
出
発
と
な
る
。
波
乱
万

丈
…
の
待
つ
居
場
所
へ
と
歩
を

進
め
る
…
順
風
満
帆
も
、
時
に

は
嵐
に
も
会
う
。
ま
た
時
に
は

舵
取
り
も
危
う
し
…
と
な
る
。

…
が
、そ
う
そ
う
生
き
る
道
で
、

転
々
と
居
場
所
を
変
え
る
人
と

て
少
な
く
「
ガ
マ
ン
」
の
人
生

と
も
な
る
。
…
そ
し
て
ガ
マ
ン

が
実
り
見
事
な
華
が
咲
く
。
バ

ン
ザ
イ
の
居
場
所
で
あ
る
…
ハ

ズ
…
が
年
と
と
も
に
意
欲
も
少

し
ず
つ
衰
え
…
子
・
孫
・
曾

孫
た
ち
に
囲
ま
れ
て
の
日
々

が
「
セ
マ
ク
」
な
る
老
人
の
居

場
所
…
と
来
る
。
わ
が
家
で
も

し
か
り
、
六
帖
一
間
の
日
が
な

閉
じ
こ
も
り
、
外
気
に
あ
た
る

の
は
そ
れ
は
公
民
館
活
動
の
老

人
の
集
う
そ
の
日
の
み
、
老
友

と
も
な
れ
ば
出
る
に
メ
ン
ド
ウ

…
電
話
ば
か
り
の
オ
シ
ャ
ベ
リ

…
と
来
る
。
閉
じ
こ
も
る
老
い

の
母
を
一
人
置
き
…
知
ら
ぬ
間

に
息
子
夫
婦
の
出
か
け
る
こ
と

度
々
、
行
く
先
も
告
げ
ず
…
デ

モ
私
に
は
（
ワ
カ
ッ
テ
イ
ル
場

所
）
で
あ
る
。
で
も
取
り
残
さ

れ
る
そ
の
姿
の
自
分
が
寂
し
い

限
り
…
と
来
る
。

　

居
場
所
…
老
人
の
居
場
所
…

「
ダ
レ
ノ
オ
カ
ゲ
デ
、
イ
マ
ガ

ア
ル
ノ
。
イ
ツ
モ
、
オ
イ
テ
ケ

ボ
リ
ネ
」…
で
も
私
に
は
、老
々

仲
間
の
公
民
館
で
の
一
日
の
集

い
、
コ
ー
ラ
ス
部
で
の
楽
し
い

ひ
と
と
き
。
力
い
っ
ぱ
い
残
る

命
に
思
い
を
込
め
て
今
日
も
響

け
と
声
を
出
し
て
仲
間
の
方
々

と
、
こ
こ
が
極
楽
と
声
を
出
し

て
歌
う
楽
し
さ
、
黄
金
の
居
場

所
で
あ
る
。

　

ア
ッ　

ソ
ー
ダ

「
サ
ヨ
ナ
ラ　

サ
ヨ
ナ
ラ　

元

気
で
い
て
ね　

好
き
な
仲
間
は

い
つ
で
も
会
え
る
」
ダ
ッ
タ
。

都
は
る
み
さ
ん
の
歌
か
な
。
イ

イ
歌
ね　

ア
リ
ガ
ト
ウ
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
、歌
い
ま

し
ょ
う
よ
。デ
ワ
、お
元
気
で
…

　

そ
し
て
、
公
民
館
こ
そ
が
私

の
残
る
命
の
タ
ノ
シ
イ
ひ
と
と

き
の
「
居
場
所
」
…
と
。

　

私
が
小
野
地
区
連
合
会
長
に

な
り
、
今
年
の
三
月
末
で
七
年

目
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

早
い
よ
う
で
短
か
っ
た
七
年
の

月
日
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
た
だ
た
だ
月
日
を
刻
む
だ

け
で
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か

な
と
思
う
こ
と
も
多
々
あ
る
。

　
「
お
前
『
南
梅
本
団
地
寿
会
』

の
会
長
に
な
っ
て
く
れ
。」
会

長
の
い
な
い
老
人
会
は
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

　

私
も
昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
体

調
が
す
ぐ
れ
ず
、
今
年
度
で
退

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
に

始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、

高
齢
ク
ラ
ブ
の
人
材
不
足
が
続

き
、
私
が
寿
会
の
会
長
に
な
っ

た
こ
ろ
よ
り
ず
っ
と
続
い
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

私
ど
も
の
小
野
地
区
連
で
も

五
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
が
、
二
つ
の

ク
ラ
ブ
は
令
和
三
年
度
末
で
解

散
、
ま
た
は
休
止
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
小
野
以
外
の
高

齢
ク
ラ
ブ
で
も
同
様
の
こ
と
が

起
き
て
い
る
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
深
刻
な
の

か
。
日
頃
か
ら
人
材
不
足
で
若

い
人
が
高
齢
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

な
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
ま
で
寿
会
を
中
心
に
や
っ
て

い
た
こ
と
と
、
そ
し
て
七
年
間

の
会
長
を
終
え
る
に
当
た
っ
て

今
考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

み
た
い
。

⑴
地
域
内
で
の
町
内
会
組
織

や
、
婦
人
団
体
（
媛
の
会
な

ど
）
と
の
交
流
、
連
携
を
さ

ら
に
強
め
て
い
く
。

⑵
一
単
位
の
高
齢
ク
ラ
ブ
同
士

の
合
併
等
で
、
単
位
の
高
齢

ク
ラ
ブ
の
地
域
や
面
積
の
範

囲
を
広
げ
て
い
く
。

⑶
高
齢
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
な
れ

る
年
齢
を
現
在
の
六
十
五
歳

か
ら
六
十
歳
に
下
げ
る
。

⑷
「
若
手
委
員
」
を
増
や
し
、

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
る
。

（
現
在
二
名
）

⑸
ク
ラ
ブ
内
の
一
日
旅
行
を
実

施
し
、
会
員
が
気
楽
に
参

加
で
き
る
研
修
会
を
実
施
す

る
。
昨
年
も
久
万
高
原
町
で

「
リ
ン
ゴ
狩
り
」「
美
術
館
」

な
ど
の
研
修
を
実
施
し
て
好

評
だ
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に

会
員
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を

増
や
す
。

⑹
同
好
会
の
会
員
を
増
や
す
。

寿
会
の
場
合
、「
輪
投
げ
」「
ペ

タ
ン
ク
」「
将
棋
」
な
ど
が

活
発
で
あ
る
。
同
好
会
の
会

員
が
増
え
れ
ば
、
寿
会
の
会

員
も
増
え
る
。

⑺
三
月
に
解
散
し
た
二
ク
ラ
ブ

の
会
員
へ
の
働
き
か
け
、
三

月
よ
り
実
施
中
。

⑻
高
齢
ク
ラ
ブ
を
理
解
し
て
も

ら
う
会
員
を
い
か
に
増
や
す

か
。
そ
の
た
め
に
は
魅
力
あ

る
ク
ラ
ブ
に
す
る
。
会
員
は

宝
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

打
て
る
手
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ

て
一
人
一
人
会
員
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

八
十
八
才
老
婆
の
居
場
所

和
泉
南
双
葉
会
　
福
田
真
由
美

高
齢
ク
ラ
ブ
が
元
気
に
な
る

活
動
に
つ
い
て

南
梅
本
団
地
寿
会
　
松
田
　
紫
郎

第
46
回 

高
齢
者
の
主
張
作
文 

各賞受賞者の皆さん おめでとうございます

～
優
秀
賞
受
賞
作
文
～

毎日日替わりの健康に配慮したバランスの良い朝食

松山市此花町5－31
TEL（089）932ー9000
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信頼と安心をあなたに。



令和 4年（2022 年）8月発行（ 3 ）第 131 号 松山高連

令和4年度　事業予定

月 日 行　事　名 場所／内容説明

8

3 ㈬ 芸能・文化部会 小会議室（10:00 ～）

12 ㈮ 運営委員会
第 2 回地区連合会長会

小会議室（13:30 ～）
中会議室（14:30 ～）

20 ㈯ 第 52 回高齢者趣味の作品展
　　　　　　～ 24 日㈬まで

いよてつ高島屋
8/19 ㈮15:00～準備

四国老人クラブ大会（中止）

9

2 ㈮ 愛媛県老人クラブ大会 愛媛県県民文化会館 サブホール

5 ㈪ 若手委員会 調理実習室（10:00～）

未定 松山市福祉大会（市社協） 市民会館 大ホール

未定 高齢クラブクロッケー中島大会 中島西中港グラウンド

13 ㈫ 松山市高齢者ゲートボール大会 拓川市民運動広場
（予備日　9/15 ㈭）

15 ㈭ 高齢者週間行事　囲碁大会 教養娯楽室、クラブ活動室、茶室
（準備　9/14 ㈬）
（高齢福祉課から地区連合会長へ
案内発送）16 ㈮ 高齢者週間行事　将棋大会　

28 ㈬ 運営委員会 小会議室（10:00 ～）

10
20 ㈭ 女性リーダー研修会 大会議室

（準備　10/19 ㈬ 13:00～）

27 ㈭ 若手委員会（歩いて歌おう会） 大会議室（10:00 ～）

11

2 ㈬ 愛媛県老人クラブスポーツ大会 愛媛県総合運動公園（松山市上野町）

8 ㈫ 全国老人クラブ大会　 東京都（国技館）

未定 第50回松山市高齢クラブ
スポーツ大会（予定）

総合コミュニティセンター 体育館
（準備　8:30～（予定））

12 ㈯ ねんりんピック神奈川大会 11/12 ㈯～ 11/15 ㈫ 神奈川県

28 ㈪ 第３回地区連合会長会 中会議室（13:30 ～）

未定 若草福祉まつり 2022 総合福祉センター

12
12 ㈪ 若手委員会 小会議室（10:00 ～）

未定 県老連女性リーダー研修会

1 31 ㈫ 機関紙「松山高連」1 月号発行 投稿締切 10 月末日

2

1 ㈬ 教養講座受講生募集 2/1 号広報まつやまで案内予定
（申し込み期限 2/17 ㈮予定）

13 ㈪ 若手委員会 小会議室（10:00 ～）

16 ㈭ 高齢クラブ囲碁大会 教養娯楽室、クラブ活動室、茶室
（準備　2/15 ㈬）
申込期限 1/20 ㈮ 予定17 ㈮ 高齢クラブ将棋大会　

24 ㈮ 運営委員会
第４回地区連合会長会

小会議室（13:30 ～）
中会議室（14:30 ～）

3
17 ㈮ 第 3 回理事会 中会議室（13:30 ～）

下旬 県老連理事会・評議員会

賞 高 齢 ク ラ ブ 名 氏　名

優　秀 和 泉 南 双 葉 会 福 田 真 由 美
優　秀 南梅本団地寿会 松 田　 紫 郎

◆第46回高齢者の主張作文表彰

地区名 高 齢 ク ラ ブ 名 結成・再開年月日

浅　海 日日是好日クラブ 令和4年4月1日（結成）
清　水 山 越 山 百 合 会 令和4年4月1日（再開）

◆特別表彰（クラブ結成・再開）

地区名 高 齢 ク ラ ブ 名

生　石 富 久 栄 ク ラ ブ

地区名 高 齢 ク ラ ブ 名 氏　名

石　井 古 川 長 寿 会 林　　 一 孝
新　玉 寿 麗 会 宮 川　 幸 雄
雄　郡 小栗松寿高齢クラブ 青 木　 弘 典

【団体】

【個人】

◆松山市高齢クラブ連合会会長表彰

令和4年度 被表彰者一覧 （敬称略）

（2名以上純増クラブ）◆会員純増表彰
地区名 高 齢 ク ラ ブ 名 純増数

素　鵞 枝 松 親 老 会 12
石　井 古 川 長 寿 会 10
石　井 和 泉 南 双 葉 会 6
余　土 市 坪 平 成 ク ラ ブ 6
味　生 斎 院 さ く ら ク ラ ブ 6
石　井 星 岡 寿 楽 会 5
生　石 富 久 栄 ク ラ ブ 5
余　土 余 戸 鶴 寿 会 5
石　井 越 智 鶴 寿 会 4
坂　本 久 谷 町 高 齢 ク ラ ブ 4
清　水 姫 原 長 生 会 3
正　岡 中 西 内 高 齢 ク ラ ブ 3
久　米 北 窪 田 福 寿 会 2
桑　原 正 円 寺 ひ ま わ り 会 2
余　土 余 戸 さ く ら ク ラ ブ 2
宮　前 古 三 津 福 寿 会 2
宮　前 ひ ば り ヶ 丘 と き わ 会 2
正　岡 国 津 高 齢 ク ラ ブ 2

【優良クラブ員】
◆桑原賞表彰

地区名 高 齢 ク ラ ブ 名 氏　名

桑　原 畑寺高齢クラブ 伊 藤 冨 美 子
生　石 高岡高齢クラブ 兵 頭　 敏 征

役 職 名 氏 　 　 名
会 　 長 中 村 惠 美 子
副 会 長 兵 頭 　 德 彦
副 会 長 山 根 　 千 尋
副 会 長 安 永 　 　 勉
芸能・文化部長 柳 原 　 盛 和
保 健 体 育 部 長 乘 松 　 賢 二
女 性 部 長 長 谷 川 妙 子
若 手 委 員 長 門 屋 　 　 淳

市
高
連
役
員
の

交
代
が
あ
り
ま
し
た

ー
令
和
４
年
度
役
員
名
簿
ー

任
期
（
２
年
間
）

令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
３１
日

※予定が変更になる可能性があります。ご了承をお願いします。
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【
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動
】

⒈
高
齢
ク
ラ
ブ
組
織
の
充
実
強
化
に
つ

　

い
て

①
「
会
員
増
強
運
動
」
は
、
年
間
一
ク

ラ
ブ
二
名
純
増
を
目
標
に
、
高
齢
ク

ラ
ブ
未
加
入
者
の
勧
誘
お
よ
び
未
結

成
地
区
の
設
立
促
進
等
、
会
員
増
強

へ
積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
会

員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
継
続
、

実
施
す
る
。

②
高
齢
ク
ラ
ブ
の
事
業
内
容
の
充
実
に

努
め
る
。

③
地
区
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
組
織
、

運
営
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
連

絡
調
整
を
充
実
化
す
る
た
め
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会
の
推
進
お

よ
び
援
助
に
努
め
る
。

④
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
大
会
を
実
施
す
る
。

⑤
地
区
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
の
若
手

委
員
会
あ
る
い
は
女
性
委
員
会
の
設

立
を
促
し
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
る
。

⒉
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
老
人
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
・
運
営
に
つ

　

い
て

　

松
山
市
よ
り
指
定
管
理
者
の
指
定
を

受
け
て
い
る
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
。

•
松
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー	

松
山
市
若
草
町
八
番
地
二

•
松
山
市
鷹
子
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー	

松
山
市
鷹
子
町
七
四
〇
番
地

•
松
山
市
中
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー	

松
山
市
中
村
三
丁
目
二
番
三
十
四
号

⒊
高
齢
者
の
健
康
・
生
活
等
の
相
談
に

　

つ
い
て

　

松
山
市
福
祉
事
務
所
、
松
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
松
山
市
福
祉
総
合
窓
口
等
と

の
連
絡
協
調
お
よ
び
利
用
促
進
を
図
る
。

⒋
高
齢
ク
ラ
ブ
の
社
会
奉
仕
活
動
に
つ

　

い
て

①
高
齢
者
相
互
の
支
援
活
動
事
業
の
推

進
に
努
め
る
。

♦
独
居
高
齢
者
に
対
す
る「
愛
の
一
声
」

運
動
の
実
施

♦
寝
た
き
り
高
齢
者
に
対
す
る
慰
問
激

励
の
実
施

♦
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
文
化
等
の
交

流
の
実
施

♦
転
居
者
を
あ
た
た
か
く
迎
え
る
運
動

の
実
施

②
河
川
水
路
、
道
路
、
公
園
、
神
社
仏

閣
、
公
共
的
施
設
の
清
掃
等
の
奉
仕

活
動
を
実
施
す
る
。

③
松
山
市
民
大
清
掃
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
奨
励
す
る
。

⒌
教
養
を
高
め
る
た
め
、
研
修
会
、
研

　

究
会
、
講
演
会
等
へ
の
積
極
的
な
参

　

加
に
つ
い
て

①
県
・
市
主
催
の
高
齢
者
大
学
校
等
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
奨
励
す
る
。

②
自
己
啓
発
の
た
め
、
高
齢
者
向
け
の

研
修
会
、
講
演
会
等
へ
の
参
加
を
奨

励
す
る
。

③
高
齢
ク
ラ
ブ
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
開
催
す
る
。

④
松
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
若
草
・

鷹
子
・
中
村
の
三
施
設
）
に
教
養
講

座
を
開
講
し
、
で
き
る
限
り
多
く
の

受
講
機
会
を
用
意
し
、
利
用
者
の
要

望
に
沿
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
実
施

に
努
め
る
。

♦
（
若
草
）
松
山
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
教
養
講
座
（
十
九
講
座
）

　
【
新
規
開
講
】
ス
マ
ホ
教
室
（
全
四

期
）、
社
交
ダ
ン
ス
（
Ａ・Ｂ
コ
ー
ス
）、

絵
手
紙
（
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
）、
料
理
、

茶
道
（
抹
茶
）、俳
句
、皮
工
芸
（
Ａ・

Ｂ
コ
ー
ス
）、大
正
琴
、カ
ラ
オ
ケ
（
Ａ・

Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
）、
民
謡
、
吟
詠

♦
鷹
子
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
養
講

座
（
十
三
講
座
）

　
【
新
規
開
講
】
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
（
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
）、

絵
手
紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
手
芸
（
簡
単

手
編
み
）、
ペ
ン
習
字
、
俳
句
、
茶

道
（
抹
茶
）、
パ
ソ
コ
ン
（
基
礎
コ

ー
ス
）、パ
ソ
コ
ン
（
応
用
コ
ー
ス
）、

カ
ラ
オ
ケ
（
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
）

♦
中
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
養
講

座
（
五
講
座
）

　

陶
芸
〈
手
び
ね
り
〉（
一
・
二
班
）、

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
、
絵
手
紙
（
一
・
二
班
）

⒍�

高
齢
者
の
健
康
の
維
持
増
進
、
健
や

か
で
充
実
し
た
生
活
の
実
現
に
つ
い
て

①
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
た
め
、

高
齢
者
の
健
康
診
断
の
受
診
を
奨
励

す
る
。

②
健
康
体
操
な
ど
の
高
齢
者
向
け
運
動

の
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
す
る
。

④
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
す
る
。

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施

す
る
。

⑥
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
を
中
島
地
区
に
お

い
て
実
施
す
る
。

⑦
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
実
施
す
る
。

⑧
輪
投
げ
大
会
を
実
施
す
る
。

⑨
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
を
奨
励
す

る
。

⑩
芸
能
大
会
を
実
施
す
る
。

⑪
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展
を
実
施
す

る
。

⑫
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
実
施
す
る
。

⑬
高
齢
者
の
虐
待
防
止
に
関
す
る
啓
発

の
た
め
の
学
習
並
び
に
会
議
、
研
修

会
へ
参
加
す
る
。

⑭
松
山
市
主
催
の
高
齢
者
週
間
行
事

「
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
等
、
各
種
行

事
開
催
に
協
力
す
る
。

⒎
機
関
紙
の
発
行
に
つ
い
て

　

市
高
連
の
情
報
機
関
紙『
松
山
高
連
』

を
年
二
回
発
行
す
る
。

⒏
交
通
安
全
と
防
犯
運
動
に
つ
い
て

①
高
齢
者
交
通
安
全
活
動
事
業
の
推
進

を
図
る
。

②
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
へ
の
加

入
促
進
を
図
る
。

③
悪
質
商
法
や
振
込
め
詐
欺
等
に
よ
る

被
害
防
止
、
少
年
非
行
防
止
な
ど
の

防
犯
運
動
へ
の
積
極
的
参
加
を
奨
励

す
る
。

④
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
交
通
安

全
確
保
に
対
す
る
協
力
・
支
援
を
行

う
。

⒐
表
彰
に
つ
い
て

　

他
の
模
範
と
な
る
高
齢
ク
ラ
ブ
並
び

に
高
齢
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
者
お
よ
び

功
労
者
等
の
顕
彰
を
実
施
す
る
。

10.
会
議
に
つ
い
て

①
役
員
会
の
開
催
（
理
事
会
・
地
区
連

合
会
長
会
）
を
開
催
す
る
。

②
運
営
委
員
会
を
開
催
す
る
。

③
各
部
会
を
開
催
す
る
。

11.
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
・
運
営
管
理

①
高
齢
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
早
く
周
知
す

る
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

の
情
報
を
含
む
）。

②
新
し
く
入
会
希
望
者
を
広
く
募
る
た

め
に
活
用
す
る
。

③
提
出
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
。

12.
そ
の
他

①
共
同
募
金
、
災
害
援
助
等
の
福
祉
活

動
へ
積
極
的
に
協
力
す
る
。

②
そ
の
他
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
。

【全国老人クラブ連合会 メインテーマ】
「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

【スローガン】

健康寿命 
■�健康寿命をのばし、自立した生活、生きがいある生活の実現を目指そう。�
■仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組もう。�
地域づくり 
■�他世代や関係団体と連携し、安全・安心の住みよい地域づくりを目指そう。�
■�元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり・機会づくりを広げよう。

◇コロナに負けない健康づくりは新しい生活様式で実現しよう。
◇健康寿命をのばすための事業を積極的に推進しよう。
◇介護予防・フレイル（虚弱）対策で元気高齢者を目指そう。
◇教養を高め、家庭と地域における役割を果たそう。
◇高齢クラブへの加入を促進し、組織の活性化を図ろう。
◇社会奉仕と友愛活動を献身的に展開しよう。
◇交通事故・悪質商法や災害から身を守ろう。

令和4年度　松山市高齢クラブ連合会　事業計画書

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

社会福祉法人 慈 光 会 

ていれぎ荘 
松山市水泥町４０５番地1
（089） 975ー5558
（089） 975ー9300FAX

社会福祉法人 愛隣園
高齢者総合福祉施設

・介護付有料老人ホーム
・小規模特別養護老人ホーム
・短期入所

・グループホーム
・デイサービス
・居宅介護支援事業所

松山市久米窪田667－1
（089）970ー9101

三好整形外科医院【協力医療機関】

〒799－2662 松山市太山寺町1470
（089）979ー7781

複合福祉施設

社会福祉法人瀬戸福慈会

デイサービス

TEL（089）960ー1088松山市平井町甲１１０４－１

TEL（089）933ー3788松山市千舟町6丁目4－9

住宅型有料老人ホーム

医療法人　東西会

千舟町クリニック
理事長　橋 本 満 義 ウェルケア道後

（089）993ー8232
松山市下伊台町乙129番地9
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令和4年度　松山市高齢クラブ
グラウンド・ゴルフ大会

令和4年度　松山市高齢クラブ
ペタンク大会

場所：松山中央公園運動広場
参加チーム：113チーム
参加人数：445名

場所：松山中央公園運動広場
参加チーム：52チーム
参加人数：179名

優勝

清住ひまわり会 A
（味生地区）

優勝

長寿会
（生石地区）

準優勝

北井門白山会 A
（石井地区）

準優勝

東石井長寿会 光田チーム
（石井地区）

第３位

久保田シルバークラブ A
（生石地区）

第３位 第４位

若駒 A
（久枝地区）

南土居おもいで会 B
（生石地区）

大
会
結
果

大
会
結
果

松山市高齢クラブ連合会ホームペー
ジでは、行事予定や活動報告、また
直近の行事についてのお知らせな
ど、高齢クラブのさまざまな情報
を公開しておりま
す。パソコンやス
マホから簡単に見
ることができます
ので、ぜひご覧に
なってください。

こちらの機関紙「松山高連」も
ホームページからダウンロード
でき、パソコン・スマホからご覧
いただくことが可
能です。過去の機
関紙もいくつかご
覧いただけますの
で、ぜひ一度ホー
ムページへ！

松山市高齢クラブ連合会 ホームページのススメ
パソコンやスマホからさまざまな高齢クラブの情報を知ろう！

松山高連 検�索

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

休診日　第２土曜・日曜・祝祭日 
土曜日は9：00～13：30まで

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ 休 ○ 休

日
休
休～

～12 30：
18 00：13 30：

9 00：

松山市南斎院町53番1
973ー8311（代）

東温市田窪2228ー1
（089）955ー0080

15 ００～： 18 ００：
９ ００～： １２ 3０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ／ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／

休診日　土曜午後・水曜・日曜・祝日

（089） 927ー1311
松山市西長戸町160

診療時間　平日　9：00～12：30 
　　　　　　　 14：00～18：00 
　　　　　土曜　9：00～12：30 
休  診  日　日曜・祭日 

（089）994ー8618

精神科・心療内科

※土曜日は1時まで診療
PM
AM

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● 休 ● ● ※
● ● 休 ● ● 休

日
休
休2 30～： 6 30：

9 30～： 12 30：

松山市空港通2丁目13－8

要予約

https://www.taitofukushikai.jp/

松山市苞木甲200 番地

☎（０８９）  ９９４ー２７７７

松山市苞木甲202番地１

☎（０８９）  ９９４ー７１５５
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い

わ
れ
て
早
く
も
二
年
半
、
ど
の

よ
う
に
付
き
合
っ
て
い
け
ば
い

い
の
か
心
配
、
ま
た
マ
ス
ク
と

共
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
早
く
感
染
前
の
生
活
に
戻

り
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
高
齢
ク
ラ
ブ
活
動

も
予
定
変
更
、
中
止
に
追
い
込

ま
れ
、
会
員
同
士
が
一
同
に
会

す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
く
、
二

年
前
は
非
常
に
元
気
だ
っ
た
の

に
先
般
こ
ろ
ん
で
参
加
で
き
な

い
状
態
な
ん
で
す
よ
と
、
耳
に

す
る
昨
今
で
す
。
考
え
て
み
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
に
と
っ

て
一
年
一
年
が
大
変
重
要
な
年

齢
で
す
。
来
年
は
出
席
し
ま
す

と
は
言
い
づ
ら
い
、
考
え
に
く

い
高
齢
ク
ラ
ブ
員
で
す
。
せ
め

て
屋
内
の
会
合
が
だ
め
な
ら
、

屋
外
で
で
き
る
行
事
は
な
い
も

の
か
と
考
え
ま
す
が
飲
食
は
だ

め
で
す
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
に
と
っ
て
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
が
一
番
の
楽
し
み
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
だ

め
で
は
ほ
と
ほ
と
困
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
二
月
に
県
立
美
術

館
の
見
学
と
勉
強
会
を
唯
一
実

施
し
ま
し
た
。
実
施
当
日
ま
で

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
城
山

公
園
近
辺
の
歩
こ
う
会
に
急
き

ょ
変
更
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
と
気
を
も
む
状
態
。

　

ま
た
三
月
の
年
度
変
わ
り
が

近
づ
く
の
で
、
公
民
館
で
会
場

を
お
借
り
し
よ
う
と
電
話
す
れ

ば
貸
し
出
し
使
用
中
止
と
の
こ

と
。
一
日
も
早
く
平
常
の
生
活

が
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

　

私
が
「
あ
や
め
会
便
り
」
の

発
行
を
引
き
継
い
で
丁
度
四
年

に
な
る
。

　
「
あ
や
め
会
便
り
」
は
徳
本

会
長
が
あ
や
め
会
の
活
動
活
性

化
の
た
め
始
め
た
会
報
で
あ

る
。
会
長
が
上
部
団
体
の
役
員

ま
で
引
き
受
け
た
た
め
多
忙
に

な
り
、
私
に
回
っ
て
き
た
よ
う

だ
。

　

月
一
回
の
発
行
で
、
活
動
報

告
と
次
月
の
予
定
を
連
絡
す
る

の
が
主
な
内
容
。

　

高
齢
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
中
で

よ
く
活
動
す
る
人
の
数
は
少
な

い
。
活
動
会
員
を
増
や
す
た
め

に
は
活
動
内
容
を
広
く
知
ら
せ

る
必
要
が
あ
る
。
単
位
ク
ラ
ブ

の
活
動
か
ら
始
ま
っ
て
地
域
や

市
の
活
動
も
知
ら
せ
、
活
動
分

野
を
広
げ
た
い
。

　

興
味
を
持
っ
て
見
て
も
ら
う

た
め
挿
し
絵
や
写
真
な
ど
入

れ
、
俳
句
や
歌
も
入
れ
て
読
み

や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。
Ａ
4

版
一
枚
に
ま
と
め
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
の
で
、
取
り
上

げ
る
記
事
の
範
囲
や
書
き
方
な

ど
苦
労
す
る
こ
と
が
多
い
。
今

後
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う

工
夫
し
て
続
け
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
会
報
は
八
つ
の

班
の
班
長
を
通
じ
て
配
ら
れ

る
。
そ
の
際
、
特
に
高
齢
者
に

は
で
き
る
限
り
手
渡
し
を
し

て
、
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
も
し
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼

し
て
い
る
。

本村あやめ会
村上　　孝

あやめ会便りと私

お問い合せは、松山市高齢クラブ連合会事務局（☎ 089-921-2161）または地区老人クラブまで。

地域を基盤とする高齢者の自主的な組織です。
①仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊かにする楽しい活動を行います。
②その知識や経験を生かして、地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会活動に取り組みます。
③明るい長寿社会づくり、保健福祉の向上に努めることを目的としています。

高齢クラブとは

楽しく生きる長寿社会をめざして  高齢クラブ活動の輪
健康づくり
シニア・スポーツ

趣味・文化
レクリエーション

学習活動
リーダー研修

生活を
豊かにする
楽しい活動

おおむね 60 歳以上の方
を対象としています。常
時活動に参加できない高
齢者であっても、会員と
して迎え、支え合い、喜
びを共にできるよう努め
ています。

高 齢 ク ラ ブ は、
会員が日常的に
声 を 掛 け 合 い、
歩いて集まるこ
とのできる小地
域の範囲で組織
しています。

老後の生活を豊かなものとし、
老人福祉、地域福祉の向上を
図る高齢クラブの活動に対し、
国や地方公共団体では、その
役割や意義、重要性を評価し、
健全な育成を目指し支援して
います。

会　員 組　織 国・地方公共団体支援

高齢クラブ会員の皆さん、知人・友人を誘って
楽しいクラブ活動を推進しましょう！

御幸クラブ　

森川美喜男

近況報告

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
松山市敬老マッサージ師会

マッサージが千円お安くなります

前回＿OL

（089）946ー3641

70才以上の方へ

松山市内在住の７０才以上の方が
敬老マッサージ補助制度の
対象者となります

松山市敬老マッサージ師会

マッサージが千円お安くなります

（089）946ー3641

70才以上の方へ

松山市内在住の７０才以上の方が
敬老マッサージ補助制度の
対象者となります
今春院内リニューアルしました

訂正版

TEL（089） 994ー7800

PM
AM

月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ／ ○ ／ 

※木曜・土曜午後、日曜、祝日　休診 
2 00～ ： 6 00： 
8 30～ ： 12 30： 

松山市常竹甲３７９ー１ 

川谷整形外科 
医療法人 

TEL（089）968ー8788 FAX968ー8789
松山市余戸西１丁目１番６号

日 月 火 水 木 金
○ ○ ／ ○ ○ ○

土
／

午前 9時～12時
午後 2時～ 6 時
休診 火・土・祝日

診療案内

上甲整形外科 

松山市福音寺町２６ー１ 
（089） 975ー3151

午後 ２ ００ ～ ： ６ ００ ： 
午前 ９ ００ ～ ： １２ ３０ ： 

月 受 付 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ／ 

日 
／ 
／ 

朝食をしっかり摂りましょう

朝食を摂ることはとても重要な生活
習慣といえます。
「これからすることのエネルギー」
として、いい 1 日を
過ごす為に欠かすこ
とが出来ません。

松山市山越2ー1ー30
（089）926ー3349

☆土曜日は午前9：00～午後1：00まで
※休診日  日曜日・木曜日午後・祝日

午後2 00～： 6 00：
午前9 00～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ☆
○ ○ ○ 休 ○

あさの胃腸内科クリニック
医療法人 光陽会

とべ和合苑
介護老人保健施設

伊予郡砥部町北川毛1412ー3
施設長　浅 野 宏 國

松山市小坂3丁目３ー26
院   長　浅 野 光 一

松山市南久米町７２３ （089）975ー0503

内科・消化器科・心療内科・精神科

精神科・心療内科

内科・消化器内科

TEL（089）915ー6000

14 30 ～： 18 00：
9 00 ～： 12 30：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／

休診日　水、土曜午後・日曜・祝日

松山市宮田町170番地

C

SAE

K
I
I
N
T
E

R N A L

C
L
I
N
I

松山市桑原６丁目４ー３３
（089）998ー3331

午後2 30～： 6 00：
午前9 00～： 12 30：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

休診日  木曜・土曜午後、日曜・祝日

糖尿病専門医
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現
在
は
「
コ
ロ
ナ
」
ウ
イ
ル

ス
に
、
ど
こ
ま
で
付
き
合
え
ば

よ
い
の
か
、
計
り
知
れ
な
い
。

ち
ょ
っ
と
一
休
み
し
ま
せ
ん

か
。
そ
う
す
れ
ば
何
か
い
い
思

案
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

最
近
は
苦
笑
い
と
共
感
を
誘

い
合
い
な
が
ら
自
然
の
持
つ
強

い
生
命
力
に
、
ユ
ー
モ
ア
も
交

え
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

平
和
で
単
調
の
明
け
暮
れ
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
時
間

の
流
れ
に
は
人
情
の
厚
さ
も
感

じ
、
人
生
の
重
み
も
、
ひ
し
ひ

し
と
心
に
届
く
も
の
が
あ
る
。

か
す
か
な
華
や
ぎ
が「
心
の
華
」

で
も
あ
り
、
そ
の
重
み
を
軽
く

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

現
在
は
歳
に
応
じ
、
無
理
な

く
一
日
一
日
を
従
う
よ
う
に
、

心
を
傾
け
て
い
る
こ
の
頃
で

す
。

下苅屋わかやぎ会
重松　愛子

心の華

　

白
老
期
を
健
康
に
も
恵
ま

れ
、
旅
行
、
会
議
、
趣
味
等
数

え
き
れ
な
い
生
き
が
い
を
謳
歌

し
て
い
た
動
よ
り
静
へ
私
の
行

動
力
は
奪
わ
れ
、
以
後
三
密
自

粛
の
始
ま
り
で
し
た
。
公
民
館

活
動
も
停
止
、
交
流
も
途
絶
え

時
間
は
で
き
た
が
寂
し
い
。
自

粛
の
日
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

ろ
う
。
毎
日
二
～
三
時
間
は

必
ず
実
行
す
る
。
こ
う
し
て
作

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
慣
例
と
な

っ
て
、
一
年
有
余
年
に
な
り
ま

す
。
目
標
は
生
涯
を
座
右
の
銘

と
誓
っ
た
「
認
知
に
な
ら
ず
死

ぬ
ま
で
現
役
」。
地
域
の
お
役

に
立
ち
た
い
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
置
き
換
え
よ
う
。
私
の

趣
味
で
も
あ
り
目
標
で
も
あ
る

「
読
む
、
書
く
、
話
す
」（
現
在

は
音
読
）。
本
を
読
み
書
く
こ

と
は
で
き
る
が
、
来
客
が
な
け

れ
ば
独
居
で
は
音
読
し
か
な

い
。
万
葉
集
や
徒

然
草
、
今
特
に
読

ん
で
癒
さ
れ
る
の

は
鴨
長
明
の
「
方

丈
記
」。
川
の
流
れ

の
よ
う
に
幸
せ
も

悲
し
み
も
…
音
読

が
と
て
も
楽
し
く

一
日
二
～
三
時
間
の
自
粛
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
楽
し
く
実

行
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
史
談
会
の
T
氏
よ

り
の
賀
状
に
、
日
課
と
し
て
実

行
し
て
い
る
一
日
、一
、十
、百
、

千
、
万
の
実
践
、
一
日
一
回
の

大
笑
い
、
十
人
と
の
会
話
、
百

の
文
字
を
書
く
、
千
字
読
む
、

一
万
歩
歩
く
。
自
分
も
で
き
る

限
り
実
行
し
て
い
ま
す
と
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
各
々
精
い
っ
ぱ

い
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
私
も

元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

　

私
の
台
所
の
机
上
に
は
国

語
辞
典
、
六
帖
間
の

こ
た
つ
上
に
は
英
語

辞
典
、
昔
な
が
ら
の

辞
書
が
必
要
で
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
も
で
き
な

い
。
そ
れ
で
も
認
知

に
な
ら
な
い
。
生
涯

現
役
で
多
少
な
り
と

も
お
役
に
立
ち
た
い
と
努
力
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
は
喜
寿
を
迎
え
、

ま
た
結
婚
五
十
年
目
と
い
う
私

に
と
っ
て
は
節
目
の
年
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
食
事
会
で

も
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

下
の
コ
ロ
ナ
の
た
め
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
で
き
ず
に
い
ま
し

た
。
九
月
二
十
七
日
の
早
朝

「
ド
ス
ン
」
と
い
う
大
き
な
音

で
全
て
が
一
変
し
ま
し
た
。
今

ま
で
大
き
な
病
気
も
し
た
こ
と

の
な
か
っ
た
家
内
が
腰
椎
の
骨

折
で
、
三
カ
月
は
寝
た
き
り
の

療
養
が
必
要
と
の
整
形
外
科
医

の
診
断
。
急
き
ょ
ベ
ッ
ド
を
手

配
し
一
階
の
居
間
が
病
室
と
な

り
、
私
も
夜
は
ベ
ッ
ド
の
横
に

寝
て
五
十
年
目
の
専
業
主
夫
の

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

痛
む
体
を
起
こ
し
て
私
の
背

中
に
と
り
つ
い
て
い
く
ト
イ
レ

が
本
人
に
と
っ
て
大
変
で
し

た
。
ま
た
主
夫
の
仕
事
と
し
て

三
度
の
食
事
、
日
々
の
ゴ
ミ
出

し
、
洗
濯
に
掃
除
に
月
末
の
支

払
い
等
々
、
ま
っ
た
く
主
夫
は

忙
し
い
。
胴
体
を
コ
ル
セ
ッ
ト

で
固
め
て
い
る
の
で
食
事
も
多

く
取
れ
な
い
た
め
、
で
き
る
だ

け
家
内
の
好
き
な
も
の
を
と
思

い
考
え
る
レ
シ
ピ
が
大
変
。
結

婚
五
十
年
目
で
初
め
て
分
か
っ

た
こ
と
は
、
家
内
に
そ
れ
な
り

に
好
き
嫌
い
が
多
く
あ
る
こ
と

で
し
た
。
肉
か
魚
に
野
菜
と
も

う
一
品
を
基
本
に
、
朝
は
軽
め

に
昼
は
麺
類
も
時
々
入
れ
て
、

夜
は
そ
れ
な
り
に
し
っ
か
り
し

た
も
の
。
三
度
の
食
事
を
考
え

る
の
に
一
苦
労
。
ス
ー
パ
ー
で

の
買
い
物
も
各
店
で
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
、
魚
の
い
い
店
、

黒
毛
和
牛
が
半
額
の
店
、
野
菜

が
安
い
店
、
つ
い
つ
い
三
割
引

き
や
半
額
の
品
に
手
が
出
る
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
三
カ

月
が
過
ぎ
今
年
の
年
明
け
の
診

察
で
、
骨
折
部
位
が
完
治
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
二
人
で
喜

び
合
い
ま
し
た
。
し
か
し
三
カ

月
寝
た
き
り
の
生
活
で
足
が
弱

っ
て
し
ま
い
ま
と
も
に
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
毎
週
一
回

の
リ
ハ
ビ
リ
が
始
ま
り
三
カ

月
、
よ
う
や
く
一
人
で
立
っ
て

歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
約
六
カ
月
の
老
々

介
護
、
ま
だ
ま
だ
主
夫
生
活
は

続
き
ま
す
が
、
来
年
の
花
見
に

は
と
も
に
行
け
る
の
を
楽
し
み

に
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

東野下柏クラブ
高橋　弓人

50年目の専業主夫

古川長寿会
月岡　清美

随想

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
まめ（豆製品）
大豆・みそ・豆腐などま

や さ し い

ご ごま（種実類）
ごま・ナッツなど わ わかめ（海藻類）

わかめ・ひじき・のりなど

やさい（野菜類）
葉野菜・根菜など、
赤・緑・白の野菜

いも（イモ類）
ジャガイモ・サトイモ
カボチャなど

しいたけ（きのこ類）
シイタケ・エノキタケ
マッシュルームなど

さかな（魚類）
切り身・貝類など

まご わ やさし い
栄養バランスの
良い食事を
取りましょう

院　長　長戸　重幸　副院長　長戸　登世 

※平日の14：00～18：00/施設への訪問診療を行います。 

月 火 水 
在宅
医療 在宅

医療 在宅
医療 

木 金 土 日・祝 
／ 

脳神経外科 
8 30 ～ ： １２ 30 ： 

訪問
診療 訪問

診療 ／ ／ 
月 火 水 木 金 土 日・祝 心 療 内 科 

8 30 ～ ： １２ 30 ： 

MRI・CT完備 

松山市余戸西３丁目９－２２ 
（089） 994ー5700 

ながと　　　クリニック 脳神経外科 
心療内科 

内科・循環器科・消化器科・放射線科 
健康管理センター（人間ドック） 

リハビリテーション科 

松山市久万ノ台２８２ー２ 
TEL （089） 924ー6878 FAX 922ー5623 
https://www.matsuyama-daiichi.jp/

リハビリテーション科・内科
松山リハビリテーション病院

医療法人財団 慈 強 会

松山市高井町１２１１ （089）975ー7431

松山市高井町１２０３ （089）975ー7761

介護老人保健施設

高井の里

院長　俊野  昭彦

松山市富久町360ー1

医療法人  結和会

（089）972ー3355

笑 顔 の あ ふ れ る 病 院

平日・午前 8：30～11：30   午後 13：30～16：30
木曜・土曜  8：30～11：30
休診日：日曜・祝日  ※泌尿器科 金曜は午前診察のみ

泌尿器科（人工透析）・内　科
一般病棟／療養病棟

ふるかわ内科クリニック
糖尿病内科 ・ 消化器内科 ・ 内科

松山市古川南3丁目１６－２７

１４００～： １７１５：

８ ３０～： １２ 3０：
月診察時間 火 水 木 金 土 日祝
○ ○ ○ ○ ○ ／～１３：３０

診療○ ／ ○ ／ ／○（受付１７：００まで）

（受付１2：００まで）

（0８９）956ー7717

訂正版
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
町
内

運
動
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
旅
行

な
ど
、
す
べ
て
中
止
で
し
た
。

そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
一
人

で
も
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

し
た
。
毎
日
五
千
歩
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
に
は
野
球
、
卓
球

な
ど
を
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。
特
に

卓
球
は
、
私
が
ク
ラ

ブ
を
作
っ
て
お
り
男

女
約
二
十
名
で
活
動

し
て
お
り
ま
し
た
。

各
種
の
大
会
に
参
加

し
て
お
り
、
特
に
女

子
部
は
優
勝
の
経
験

も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
関
係
で
あ
る
程

度
身
体
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し

た
が
、
会
社
を
定
年
退
職
し
て

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
活
動
か
ら
離
れ

る
と
体
力
も
か
な
り
減
退
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
体
重
も
か
な

り
増
え
る
ば
か
り
で
し
た
。
そ

こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
毎
日
放

映
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
ま
つ
イ
チ
体
操
で
し
た
。
寝

て
三
十
分
椅
子
に
掛
け
て
三

十
分
、
約
一
時
間
の
体
操
で

す
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
し
て
お
り

ま
す
。
家
の
中
で
す
る
の
で
、

お
天
気
も
関
係
な
く
で
き
ま

す
。
今
で
は
二
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
弱
っ
て
い
た
体

力
も
か
な
り
回
復
し

て
、
足
や
腰
、
肩
な

ど
ず
い
ぶ
ん
良
く
な

っ
た
よ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
夜

は
早
く
寝
る
、
テ
レ

ビ
は
二
十
時
ま
で
と

決
め
て
い
ま
す
。
睡

眠
も
十
分
取
っ
て
お
り
、
今
の

体
力
を
維
持
で
き
て
頑
張
っ
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
れ
ば

元
気
な
体
力
で
活
動
が
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
今
は
家
の

中
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ

た
の
で
、
久
し
ぶ

り
に
読
書
で
も
と

思
い
本
棚
を
探
し

て
い
る
と
、
何
と

四
十
年
も
前
に
知

人
か
ら
頂
い
た
一

冊
の
小
説
を
見
つ

け
ま
し
た
。
私
が

鉄
道
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
関

係
で
頂
い
た
一
冊
の
貴
重
な
本

で
し
た
。
大
正
十
五
年
に
、
宮

崎
交
通
の
会
社
を
設
立
し
た
社

長
の
岩
切
章
太
郎
さ
ん
の
「
無

尽
灯
」
と
い
う
本
で
し
た
。
講

談
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
一
番
に
印
象

の
残
っ
た
文
章
が
あ
り
ま
し

た
。
宮
崎
交
通
は
バ
ス
会
社
な

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
社

員
教
育
の
言
葉
で
し
た
。
そ
れ

は
、
机
に
向
か
っ
て
ま
ず
に
っ

こ
り
。
そ
れ
か
ら
仕
事
を
始
め

な
さ
い
。
運
転
台
に
腰
掛
け
て

ま
ず
に
っ
こ
り
。
そ
れ
か
ら
ハ

ン
ド
ル
を
取
り
な

さ
い
。
パ
ン
チ
を

取
っ
て
ま
ず
に
っ

こ
り
。
そ
れ
か
ら

切
符
を
切
り
な
さ

い
。
修
理
を
す
る

に
も
掃
除
を
す
る

に
も
電
話
を
か
け

る
に
も
何
を
す
る
に
も
ま
ず
に

っ
こ
り
、
こ
の
ま
ず
に
っ
こ
り

が
今
日
ま
で
お
互
い
に
励
ま
し

合
い
努
め
合
っ
て
き
た
私
ど
も

の
大
事
な
合
言
葉
で
あ
る
と
の

文
章
で
し
た
。
も
っ
と
早
く
に

こ
の
一
冊
の
本
を
読
ん
で
お
れ

ば
と
思
う
と
私
の
人
生
も
少
し

は
い
い
方
向
に
進
ん
で
い
た
か

な
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
に
後
悔

の
念
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
野
に
山
に
、
桜
が
見

事
に
咲
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
め
い
っ
て
い
る
人
々
の
目

に
、
心
に
潤
い
を
大
き
く
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
桜
を
求
め
て
夫
と
一
緒

に
、
砥
部
の
赤
坂
泉
公
園
の
陽

光
桜
、
総
合
公
園
、
石
手
川
土

手
沿
い
の
サ
ク
ラ
並
木
、
玉
川

湖
の
桜
等
々
。
道
中
の
桜
、
菜

の
花
も
一
緒
に
目
い
っ
ぱ
い
春

を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

夫
の
勧
め

で
三
十
年
前

の
四
十
八
歳

の
時
に
、
乗

り
遅
れ
ま
い
と
車
デ
ビ
ュ
ー
し

た
お
か
げ
で
、
行
動
範
囲
が
広

が
り
今
が
あ
り
ま
す
。

　

外
出
す
る
機
会
が
減
っ
て
い

る
今
、
お
む
す
び
持
っ
て
自
然

の
中
で
の
ひ
と
と
き
を
、
穏
や

か
に
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
幸
せ
に
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
今
年
の
春
新
し

い
挑
戦
で
、
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
ガ
ラ
ケ
ー
で
事
は

足
り
て
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
ま

た
夫
か
ら
、「
娘
が
里
帰
り
し

て
い
る
間
に
、
こ
の
際
一
緒
に

行
っ
て
も
ら
っ
て
ス
マ
ホ
に
替

え
た
ら
ど
う
か
」と
の
勧
め
で
、

こ
の
先
の
こ
と
を
考
え
て
思
い

切
っ
て
乗
り
換
え
ま
し
た
。

　

一
つ
一
つ

勉
強
中
の
今
、

夏
ご
ろ
に
は

い
ろ
い
ろ
と
使
い
こ
な
せ
て
、

今
ま
で
の
自
分
よ
り
少
し
進
化

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
い
の
み
ク
ラ
ブ
で
の
輪
投

げ
や
、袋
作
り
に
参
加
し
た
り
、

体
操
教
室
に
通
い
、
城
山
へ
登

っ
た
り
し
て
、み
ん
な
と
集
い
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
み
た

い
も
の
で
す
。

土居田高齢クラブ
金澤　勝男

私の健康づくりに
ついて

しいのみクラブ
黒河　孝子

新しいことに挑戦

打ち上げ花火が歴史に登場したのは、江戸時代です。当時は全国的な凶作と江戸の疫病
流行で多くの死者が出ていたため、幕府はその慰霊と悪疫退散をかねて両国で水神祭を
開催しました。この時に余興で打ち上げられたのが打ち上げ花火の始まりだと言われて
います。しかし、当時は花火大会と言ってもたった20発ほどしか上がらなかったようです。

たまや～
かぎや～

日本の夏の風物詩

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ／ ○ ○ ／ 

日 
／ 
／ 

休診日　日曜・祝日・水曜午後・土曜午後 
午後 15 00 ～ ： 18 45 ： 
午前 9 00 ～ ： 12 45 ： 

院  長 松 本 健 吾 

松山市新石手甲７２－１ 
（089） 977ー3355

http://www.ishite-matsumoto-clinic2010.com 
ー

松山市高岡町４２８ー４
（フジ高岡店南）

モノクロ化

あらたま内科・糖尿病内科
A r a t a m a

はじめての方はお電話ください

あらたま内科・糖尿病内科
A r a t a m a

はじめての方はお電話ください

×

○
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「フレイル」とは、病気ではないけれど、年齢とともに、筋力や心身の
活力が低下し、介護が必要になりやすい、健康と要介護の間の虚弱な
状態のことです。しかし、フレイルであることに早めに気付き、フレ
イル対策の 3つの柱である栄養（食・口腔）、運動、社会参加に取り組
めば、元の状態に戻ることもでき、介護予防にもなります。現在、各
自治体で「介護予防」とあわせ「フレイル予防」のさまざまな取り組
みが推進されています。

■栄養：食・口腔
たんぱく質と水分をしっかり摂って、バランス
よく食べましょう。「かむ力」を維持するため
に定期的に歯科受診しましょう。

フレイル対策「３つの柱」

食事の前には「舌の体操」で口の周りの筋力アップ！
口の周りの筋肉を刺激することで、かんだり飲み込みやすくなります。

③上下に動かす
舌を出して鼻の頭やあごにつけるような感じで上下に動かす（５回）

①前後に動かす
舌をできるだけ前に出したり、ひっこめたりする（５回）
②左右に動かす・ぐるっと回す
舌をできるだけ前にだして左右に動かす（５回）
口の周りをなめるように回す（左右それぞれ１回）

●３項目以上はフレイ
ル状態に該当します。
●フレイル状態になる
と、身体能力の低下が
顕著にあらわれます。
健康な人であれば数日
で治るような風邪も、
こじらせて肺炎を発症
するなど状況をより悪
化させるケースが起こ
りやすくなります。
●家族などがフレイル
状態に早く気づき、対
策を行うことで、回復
することが可能です。

※予防接種も重症化予防に効
果的です。自治体によって接
種費用の一部が助成される場
合があります。

■運動：身体活動
運動により、筋力・バランス力をつけることで転倒・骨折を防ぐ
ことができます。

◦�いつもより遠くのスーパーまで歩いて買い物に行く。
◦�エスカレーターなどではなく、なるべく階段を使う。
◦テレビを観ながらストレッチをする。
◦近所の公園やスポーツ施設を利用する。
◦歩幅を広くして、速く歩く。

●ひざ伸ばし
①�いすに座り、片方のひざをで
きるだけまっすぐに伸ばす。

②�ひざを伸ばしたら、つま先
を上げる。

③�もとの位置までゆっくりと
戻す。片脚ずつ交互に行う。

１日３回、それぞれ５〜10回を目標に
痛みのない範囲で行いましょう

今の生活に プラス10 分 の運動を！

●スクワット（ひざの屈伸）
①�背筋を伸ばして立つ。両足
は床につけて並行に保つ。

②�腰を上げ下げするイメー
ジで、ひざが半分ほど曲
がる位置まで腰を落とす。

③�もとの位置までゆっくりと
戻す。

■社会参加：人と地域とつながろう
友人やご近所の人との食事や旅行、趣味の集まりやボラ
ンティア活動など、いろいろな会に積極的に参加し、つ
ながりをつくりましょう。目的ができると、外出の回数
や人との交流が自然と増えていきます。

人や地域とつながるために、老人クラブで一緒に活動しませんか？
●地域づくりとして
◦支え合い活動
◦子ども見守り�など

●生きがいづくりとして
◦カラオケ�◦手芸
◦囲碁・将棋��など

●健康づくりとして
◦ウオーキング
◦グラウンド・ゴルフ�など

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
松山市清水町3丁目177－3
（089）925ー2112

訪問診療
○ 診療時間 午前

午後
9
２
：
：
00
00
～
～
12
7
：
：
30
00

○ 休 診 日 日曜・祝日
水曜午後・土曜午後

熱 中 症 予 防 法 メ モ

水分を我慢せず、こまめな
水分補給を心掛けましょう。
汗をかいた時は、
適度な塩分補給も必要です。

部屋の見やすい場所に温湿度計を置き、
温度が上がったらエアコンを
つけるなど、常に注意しましょう。

エアコンや扇風機が苦手な人は、
温湿度設定に気を付けたり、
風向きを調節するなど
工夫してみましょう。

水
水
汗
適

う。

松山市古川北3丁目14－17
（089）905ー1177
https://www.hajime1177.com

松山市鷹子町243ー8

（医）佐々木歯科
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ☆ ○ ○ △

日・祝
休
休

△…14：30～17：00☆…祝日のある週は診療
14 30 ～： 18 30：
9 00 ～： 13 00：

（089）975ー1332
松山市南久米町658－1
（久米郵便局東）

訪問診療応需

UTSUMI  DENTAL CLINIC

O r a l  C a r e  C l i n i c

小 栗 歯 科

※土曜診療時間　9：00～12：00/14：00～17：00

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ △
○ ○ ○ ○ ○ △

日・祝
×
×14 30 ～： 19 00：

9 00 ～： 12 30：

小栗歯科 検索愛媛県松山市小栗2ー3ー24
TEL（089）934ー2750

一般歯科・小児歯科・矯正歯科

松山市東垣生町５９９－１
（089）989ー8148

※午後診水PM2：30～6：30、土PM2：00～5：00
PM
AM

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ※ 休 ○ ※

日・祝
休
休3 00～： 7 00：

9 00～： 1 00： ～12時
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会員文芸
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東
鷹
の
子
清
風
会
　
井
原
　
西
城

帰
省
子
の
眠
り
こ
け
た
る
幼
な
顔

さ
く
ら
ん
ぼ
姉
妹
等
し
く
分
け
合
え
り

老
い
し
母
念
ず
ご
と
く
に
西
瓜
食
う

南
久
米
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会
　
平
井
　
恭
子

蛍
舞
遠
い
ふ
る
里
夢
の
中

涼す
ず

風か
ぜ

や
川
面
に
映
る
景
色
ゆ
れ

刈
り
込
ん
だ
整
う
庭
や
月
照
ら
す

南
久
米
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会
　
水
沼
　
節
子

玄
関
に
新
し
き
靴
春
の
泥

永
き
日
や
部
活
帰
り
の
立
ち
話

籠
り
居
や
夫
と
二
人
で
汲
む
新
茶

南
久
米
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会
　
中
村
惠
美
子

菜
の
花
や
瀬
戸
の
海
風
や
わ
ら
か
し

花
い
ば
ら
咲
き
ふ
る
さ
と
の
遠
き
か
な

こ
だ
は
り
も
小
さ
き
こ
と
よ
朴
の
花

古
川
長
寿
会
　
林
　
　
一
孝

こ
の
里
の
五
月
幟
を
川
幅
に

梅
雨
出
水
魚
道
湧
き
た
つ
白
き
泡

石
鎚
山
に
腰
を
お
ろ
し
て
雲
の
峰

古
川
長
寿
会
　
白
石
泰
一
郎

庭
木
へ
も
雨
を
知
ら
せ
て
雨
蛙

睡
蓮
を
打
ち
た
る
雨
や
寺
の
池

一
服
の
お
茶
の
幸
せ
蝉
時
雨

古
川
長
寿
会
　
今
村
　
律
子

寝
苦
し
き
夜
や
網
戸
に
開
け
放
ち

里
山
は
山
桃
熟
す
頃
と
な
り

国
道
を
わ
が
も
の
顔
に
つ
ば
く
ら
め

古
川
長
寿
会
　
今
村
　
昭
江

空
蝉
の
幹
一
列
に
御
神
木

水
田
に
雲
を
映
し
て
夏
立
て
り

梅
雨
晴
間
真
白
き
靴
の
通
学
路

古
川
長
寿
会
　
國
光
　
重
子

出
番
な
り
十
年
経
た
る
扇
風
機

夕
焼
や
ひ
と
日
終
り
の
畑
仕
事

色
映
え
る
ガ
ラ
ス
の
器
冷
し
茄
子

古
川
長
寿
会
　
矢
部
　
昌
子

無
住
寺
と
な
り
て
久
し
や
大
西
日

遠
に
見
る
光
の
帯
や
天
の
川

縁
台
に
猫
も
寄
り
く
る
庭
花
火

古
川
長
寿
会
　
山
内
　
仁
美

め
だ
か
浮
く
石
臼
終
の
棲
家
と
し

朝
七
時
始
発
の
駅
に
白
き
シ
ャ
ツ

枝
払
ふ
鋏
の
音
や
風
の
道

土
居
田
町
高
齢
ク
ラ
ブ
　
井
上
　
聖
菊

窓
霜
に
檸れ

檬も
ん

書
け
る
よ
背
伸
び
の
子

二
箱
の
チ
ョ
コ
は
不
動
の
風
二
月

菜
の
花
や
伊
予
灘
を
盛
る
地
平
線

吉
藤
長
生
会
　
岡
田
　
紀
生

四
月
尽
わ
が
晩
節
に
愁
ひ
あ
り

妻
の
背
に
老
い
の
影
見
る
夏
衣

豊
年
を
た
ゝ
へ
石
鎚
山
仰
ぎ
け
り

吉
藤
長
生
会
　
渡
部
　
時
子

入
院
の
夕
饟
の
膳
に
桜
鯛

（
美
容
院
に
て
）

老
い
て
な
を
髪
を
整
へ
花
曇
り

余
戸
鶴
寿
会
　
福
井
　
壽
泰

春
霖
や
秒
針
の
音
急
か
す
よ
に

庭
の
木
々
影
絵
楽
し
む
春
障
子

春
の
雨
舳
先
ゆ
ら
し
て
船
頭
待
つ

余
戸
鶴
寿
会
　
三
好
喜
久
子

キ
リ
シ
タ
ン
碑
に
初
蝶
の
戯
れ
り

芽
柳
を
水
面
に
う
つ
す
陣
屋
跡

子
を
膝
に
の
せ
て
ふ
ら
ふ
こ
揺
れ
は
じ
む

余
戸
鶴
寿
会
　
森
　
　
陽
一

啓
蟄
や
眠
り
を
覚
ま
す
陽
の
光

春
の
夕
心
を
込
め
て
鐘
一
打

立
春
や
草
木
に
ま
ぶ
し
陽
の
光

居
相
寿
齢
会
　
藤
田
　
　
洋

妻
ば
な
れ
我
が
世
を
つ
く
れ
お
れ
も
族

リ
サ
イ
ク
ル
拾
う
神
あ
り
再
生
士

北
土
居
厚
和
会
　
丹
下
　
友
和

手
際
よ
く
仕
事
て
き
ぱ
き
片
付
け
る

や
れ
る
中
や
れ
る
仕
事
を
や
り
抜
こ
う

過
去
未
来
よ
り
今
を
元
気
に
生
き
抜
こ
う

北
土
居
厚
和
会
　
浅
井
　
　
保

コ
ロ
ナ
禍
を
た
だ
ウ
ロ
ウ
ロ
と
す
る
金
魚

過
ご
し
日
を
「
く
っ
と
」
笑
っ
て
花
石
榴

寄
り
添
っ
て
傘
寿
を
あ
そ
ぶ
ノ
ク
タ
ー
ン

大
浦
寿
高
齢
ク
ラ
ブ
　
大
濱
み
つ
え

老
い
て
尚
子
供
気
遣
う
親
心

長
寿
者
に
秘
訣
は
何
か
と
医
者
が
訊
き

歳
重
ね
心
だ
け
で
も
磨
き
た
い

星
岡
寿
樂
会
　
鈴
木
　
勝
子

ひ
ま
わ
り
と
青
き
実
の
つ
く
栗
活
け
て

　

心
に
秋
を
し
の
ば
せ
て
み
る

コ
ス
モ
ス
の
香
り
を
覚か

げ
ば
故
郷
の

　

想
出
胸
に
呼
ぶ
米
寿
か
な

淋
し
さ
を
こ
ら
え
て
眺
む
夕
空
に

　

コ
ロ
ナ
う
ら
み
つ
米
寿
も
越
え
た

斉
院
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
　
中
矢
　
長
宗

こ
の
町
に
花
嫁
来
る
と
町
中
の

　

菜
の
花
揺
れ
る
絣か
す
り

の
故
郷

年
古
り
て
よ
り
の
夫
婦
と
思
ひ
を
り

　

病
み
ゐ
る
る
妻
の
爪
を
切
り
や
る

和
泉
南
双
葉
会
　
福
田
真
由
美

神
無
月
若
き
宮
司
の
身
の
軽
さ

　

す
れ
違
う
段き
だ

小
風
残
し
て

二
拍
子
の
リ
ズ
ム
の
ご
と
く
菜
を
刻
む

　

夕
餉
待
ち
た
る
家
族
の
為
に

霧
降
の
夕
影
淋
し
薄
月
の

　

湯
殿
明
る
き
曾
孫
の
湯
浴
み

抱
く
曾
孫
心し
ん

の
鼓
動
に
我
が
鼓
動

　

音
重
な
り
て
血
潮
は
熱
く

八
千
代
会
　
村
上
　
咲
枝

五
人
目
の
曾
孫
生
ま
れ
て
嬉
し
か
り

　

亡
夫
の
写
し
絵
涙
で
か
す
む

一
年
生
の
曾
孫
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ

　

ひ
ら
が
な
混
じ
り
の
手
紙
く
れ
た
り

初
曾
孫
は
小
学
一
年
生

　

吾
れ
の
頃
と
は
違
ふ
一
年
生

志
津
川
老
人
ク
ラ
ブ
　
岡
本
　
　
都

モ
ズ
は
ま
た
忘
れ
た
の
か
な
乾
涸
び
た

　

か
え
る
一
匹
ト
ゲ
に
貫
き

風
に
舞
う
洗
濯
物
は
バ
レ
リ
ー
ナ

　

手
足
広
げ
て
元
気
に
踊
る

外
出
も
自
粛
自
粛
の
連
休
は

　

畑
仕
事
で
一
汗
流
し

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

①自分の身を守る
②火の始末
③家族の安否確認
④避難経路の確保
⑤近所の安全確認

倒れてくるものなどから身を守る
大揺れが収まってから消火
家族が無事か確認
可能であれば窓やドアを開けておく
近所で火災等が起きていないか確認

行
動
す
る
こ
と

公益社株式会社月心グループ

株式
会社

月心グループ

■月心会館・空港通り ■月心会館・余 土
■月心会館・新 川 ■月心会館・港 南

089-982-4242

089-914-4111
松山市東野2丁目9－32家族想ホールリアン総合受付

公益社株式会社月心グループ
■月心会館・空港通り
松山市高岡町287－3

■月心会館・余 土
松山市保免西1丁目3－6

■月心会館・新 川
伊予市下吾川1854－2

■月心会館・港 南
伊予市市場139－1

リアン北久米はなれ松山市北久米町34－5■家族想ホール

松山市東野2丁目9－32

松山市東野2丁目9－32

リアン道後■家族想ホール
松山市来住町1495－1リアン来住■家族想ホール

089-982-4242

089-914-4111

■月心会館総合事務所 ■仏事相談センター
伊予市下吾川1854－2 松山市保免西１－３－1

家族想ホールリアン総合受付

再訂正版

訂正版
伊予市下吾川1854－2総合事務所

公益社株式会社月心グループ

■月心会館・空港通り
松山市高岡町287－3

■月心会館・余 土
松山市保免西1丁目3－6

■月心会館・新 川
伊予市下吾川1854－2

■月心会館・港 南
伊予市市場139－1

089-982-4242
伊予市下吾川1854－2

松山市東野2丁目9－32

リアン久米はなれ松山市北久米町34－5■家族想ホール

松山市東野2丁目9－32リアン道後■家族想ホール
松山市来住町1495－1リアン来住■家族想ホール

089-914-4111
家族想ホールリアン総合受付

総合事務所
■家族想ホールリアン道後

■家族想ホールリアン久米はなれ
■家族想ホールリアン来住

御 協 賛
主な菩薩…
観音菩薩、弥勒菩薩、地蔵菩薩
主な菩薩…
観音菩薩、弥勒菩薩、地蔵菩薩

「菩薩」は「悟りを求めるもの」であり、如
来になることを目指す修行者で、衆生を
導き、仏道を成就させようとする行者。
お釈迦様の修行中の姿がモデルです。

仏様 いろいろ
……菩薩薩
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い
ま
だ
に
自
分
の
年
齢
（
満
年

齢
・
数
え
年
）
が
よ
く
分
か
ら
な

い
。
元
旦
生
ま
れ
の
昭
和
は
青
春

時
代
だ
っ
た
。
諸
先
輩
が
経
験

し
た
戦
争
は
ま
っ
た
く
記
憶
に
無

く
、
反
対
に
何
百
回
と
な
く
体
験

談
を
聞
か
さ
れ
恐
怖
を
覚
え
ま

し
た
。
思
い
出
は
プ

ロ
レ
ス
、
プ
ロ
野
球

そ
し
て
映
画
鑑
賞
だ
。

ル
ー
・
テ
ー
ズ
、
オ

ル
テ
ガ
、
シ
ャ
ー
プ

兄
弟
、
デ
ス
ト
ロ
イ

ヤ
ー
、
力
道
山
、
吉
村
、
ブ
ラ
ッ

シ
ー
。
試
合
を
今
は
無
き
堀
之
内

に
あ
っ
た
県
民
館
の
高
窓
越
し
に

無
料
観
戦
す
る
わ
け
で
す
。
現
存

す
る
楠
に
よ
じ
登
り
オ
ペ
ラ
グ
ラ

ス
で
ね
。
怖
か
っ
た
十
メ
ー
ト
ル

木
登
り
で
す
。

　

次
に
昭
和
三
十
七
年
か

ら
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
松

山
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
張

り
、
雑
務
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
選
手
と
行
動
を
共
に

し
ま
し
た
。
西
沢
監
督
、

木
俣
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
一
枝
、
葛

城
、
高
木
守
道
、
テ
ス
タ
。
江
藤

慎
一
の
打
球
は
ラ
イ
ナ
ー
で
フ
ェ

ン
ス
ま
で
ガ
ン
ガ
ン
飛
ん
で
き
て

危
険
よ
り
恐
怖
の
感
が
あ
っ
た
。

　

当
時
「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
」
を
自
由
に
飲
ん
で
い
た
の
に

は
、「
プ
ロ
は
一
歩
進
ん
で
い
る
」

と
思
っ
た
。
ま
た
「
傷
テ
ー
プ
」

を
持
っ
て
い
た
。
麻
雀
は
個
々
の

年
俸
に
よ
り
精
算
す
る
ら
し
か
っ

た
。
新
人
で
倉
敷
工
業
の
菱
川
が

い
た
。
高
校
野
球
の
監
督
が
投
手

を
連
れ
て
テ
ス
ト
を
受
け
に
来
て

い
た
の
も
見
た
。
以
来
ず
っ
と
中

日
フ
ァ
ン
で
す
。

　

ま
た
映
画
は
訳
あ
っ
て
ほ
と
ん

ど
の
映
画
館
は
無
料
券
が
あ
り

（
南
座
除
く
）
ス
バ
ル
座
、
オ
リ

オ
ン
座
、
ロ
マ
ン
座
、
大
劇
、
東

映
、
タ
イ
ガ
ー
劇
場
、
銀
映
、
日

活
、
セ
ン
ト
ラ
ル
等
中
学
一
年
か

ら
大
学
四
年
ま
で
洋
画
、
邦
画
を

勉
強
も
せ
ず
見
入
っ
て
ま
し
た
。

　

私
は
昭
和
十
六
年
宇
和
島
生
ま

れ
の
八
十
歳
。
地
元
の
住
吉
小
学

校
、
城
北
中
学
、
宇
和
島
東
高
校

と
真
面
目
な
学
生
生
活
を
送
り
ま

し
た
。
卒
業
し
た
後
、
毎
年
春
に

甲
子
園
で
行
わ
れ
る
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会
の
、
第
六
十
回
記
念

大
会
（
一
九
八
八
年
）
で
六
年
後

輩
の
上
甲
監
督
が
初
出
場
初
優
勝

を
や
っ
て
の
け
、
大
い
に
宇
和
島

東
校
の
名
を
全
国
的
に
有
名
に
し

て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
そ
の
後
甲

子
園
出
場
し
た
時
、
東
校
の
同
窓

会
が
甲
子
園
で
で
き
て
幸
せ
で
あ

っ
た
。
当
時
宇
和
島
で
は
（
今
も

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
お
講

（
頼
母
子
講
の
こ
と
）
が
盛
ん
で
、

十
一
期
生
で
よ
く
「
お
た
こ
」
と

い
う
店
で
地
元
の
魚
介
類
を
飲

み
食
い
し
大

い
に
将
来
の

こ
と
を
語
り

合
い
、
十
一

期
の
愛
唱
歌

「
高
校
三
年
生
」
を
合
唱
し
、
ま

た
当
時
我
ら
が
裕
ち
ゃ
ん
石
原
裕

次
郎
の
「
わ
が
人
生
に
悔
い
は
な

し
」、「
夜
霧
よ
今
夜
も
あ
り
が
と

う
」、「
二
人
の
世
界
」、
デ
ュ
エ

ッ
ト
で
「
銀
座
の
恋
の
物
語
」
を

よ
く
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
。

　

わ
が
商
売
は
製
材
所
を
や
っ
て

い
た
が
、
当
時
材
木
、
商
品
の
値

段
は
ほ
ぼ
変
化
な
く
、
大
き
な
地

震
で
も
あ
っ
た
ら
と
思
っ
て
い
た

ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
来
て
、

な
ん
と
木
造
住
宅
の
価
値
観
が
な

く
な
り
、
変
わ
っ
て
積
水
、
ミ
サ

ワ
と
い
う
鉄
骨
住
宅
が
見
直
さ

れ
、
宇
和
島
に
八
軒
ぐ
ら
い
あ
っ

た
製
材
所
は
、
十
五
年
前
に
は
ゼ

ロ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

松
山
に
移
っ
て
十
九
年
に
な
る

が
、
表
題
の
良
き
思
い
出
に
は
な

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
を
見
て
い
る

と
、
い
か
に
普
通
の
生
活
が
あ
り

が
た
い
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と

平
和
の
あ
り
が
た
み
が
身
に
染
み

て
わ
か
る
思
い
で
す
。
わ
が
人
生

も
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
悔
い

の
な
い
よ
う
に
地
域
の
た
め
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

青
春
時
代

北
井
門
白
山
会

会
長
　
日
野
　
　
勝

次ページに続く

昭
和
の
良
き
思
い
出

道
後
西
愛
宕
会

油
野
　
秀
樹
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令
和
四
年
、
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
員
の
一
人
と
し
て
吉
藤
長
生

会
を
少
し
で
も
皆
さ
ま
に
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
一
度
文
章
を

提
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
現
在

十
三
年
間
休
む
こ
と
な
く
年
二
回

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
松

山
高
連
の
課
題

は
（
昭
和
の
思

い
出
）
と
の
こ

と
。
多
く
の
方
は
私
た
ち
年
代
の

者
も
思
い
出
が
多
く
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
今
は
亡
き
里
の

父
を
思
い
出
し
ま
す
。
公
務
員
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
定
年
後
民
主
委
員
を
長
く

務
め
、
県
か
ら
金
杯
も
何
個
か
い

た
だ
き
表
彰
状
も
何
枚
か
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
よ

く
頑
張
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
昭
和
四
十
九
年
に
宇
和
島
で

愛
媛
県
高
齢
大
学
を
修
了
、
私
も

平
成
二
十
二
年
修
了
。
今
思
え
ば

本
当
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

現
在
も
友
達
に
会
っ
て
い
ま
す
。

　

主
人
も
三
十
八
歳
か
ら
組
合
活

動
宇
和
島
自
動
車
、
ま
た
交
通
安

全
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

定
年
後
、
宇
和
島
か
ら
吉
藤
に
移

転
し
、
二
カ
月
目
に
長
生
会
の
会

計
を
、
そ
れ
か
ら
六
年
会
長
ま
で

務
め
ま
し
た
。
私
た
ち
は
動
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

ね
。

　

昭
和
の
時

代
バ
ブ
ル
も

経
験
し
、
楽

し
さ
も
苦
し

さ
も
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
喜
び
泣
い
た
り
笑

っ
た
り
、
貧
し
い
な
が
ら
時
代
に

沿
っ
て
、
私
に
と
っ
て
良
き
時
代

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。よ
く
父
が
、

人
と
い
う
字
は
一
人
で
は
何
も
で

き
な
い
、
良
い
人
に
あ
た
れ
ば
お

金
に
は
か
え
ら
れ
な
い
と
い
つ
も

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
金
に
は
三
つ
の
人
が
あ
り
ま

す
。
人
在
、
人
財
、
人
罪
。
自
分

の
心
が
決
め
る
の
だ
と
現
在
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
す
。
私

も
吉
藤
長
生
会
の
役
を
お
受
け

し
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
自
分
に

も
優
し
く
、
そ
し
て
人
に
も
優
し

い
、
今
は
そ
う
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
、
長
寿
の

秘
訣
は
皆
さ
ん
で
気
持
ち
だ
け
で

も
前
向
き
が
大
切
で
す
。
負
け
な

い
よ
う
一
人
で
悩
ま
ず
声
を
掛
け

合
い
、
特
効
薬
は
プ
ラ
ス
思
考
で

す
‼ 

フ
ァ
イ
ト
‼

　このたびは、松山市高連機関紙「松
山高連」の発行にあたって広告のご
協賛を賜り、誠にありがとうござい
ました。本紙は超高齢社会において
会員の生きがい、健康、教養を高め
るとともに、会員相互の親睦交流を
願って発刊するものであります。以
上の趣旨をご理解いただき、なにと
ぞ末永くご厚誼・ご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

松山市高齢クラブ連合会

ご協賛各位へ御礼 皆
さ
ま
か
ら
の

投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

♦ 

ク
ラ
ブ
活
動
報
告
、
近
況
報
告
、
郷

土
史
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
詩
な
ど
。

次
号
の
テ
ー
マ
は
、「
好
き
な
景
色（
特

別
な
場
所
）」
で
す
。
随
想
、感
想
文
、

紀
行
文
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

♦ 

文
字
数
は
六
〇
〇
字
ま
で
（
用
紙

や
書
式
は
自
由
。
電
子
メ
ー
ル
、

F
A
X
可
。）

　

 

一
人
一
部
門
の
み
。
俳
句
、
短
歌
、

川
柳
は
一
人
三
句
（
首
）
ま
で
。
前

書
き
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

♦ 

①
氏
名
②
所
属
ク
ラ
ブ
名
③
住
所
④

電
話
番
号
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ

い
。（
不
明
な
点
を
お
聞
き
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
写
真
、

関
連
資
料
等
が
あ
れ
ば
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
文
章

（
俳
句
、短
歌
、川
柳
含
む
）
を
短
縮
、

ま
た
は
次
号
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

♦
発
行
予
定	

令
和
５
年
１
月
末
日

♦
締
切
日���������

令
和
４
年
10
月
末
日

♦
投
稿
先

　

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

〒
7
9
0
‐
0
8
0
8

　

松
山
市
若
草
町
8
‐
2

　

松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
3
Ｆ

　

T
E
L�

0
8
9
‐
9
2
1
‐
2
1
6
1

　

F
A
X�

0
8
9
‐
9
3
4
‐
2
2
2
1

　

kourei-club@
eagle.ne.jp

思
い
出

吉
藤
長
生
会

向
井
多
津
子

全国老人クラブ連合会「クラブ活動は新しい生活様式で」より

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

毎日歩いて健康長寿を
のばしましょう

歩くことは生活習慣病の予防に効
果があり、老若男女問わずに行え
る運動です。
65歳以上は男性7000歩
女性6000歩が毎日の
目安といわれています。

● 整形外科 ● リウマチ科
● リハビリテーション科

松山市和泉北1丁目8－5

日帰り白内障手術、眼鏡・コンタクトレンズ
処方、眼科一般診療行っております。

電話にて予約できます。（初診も可）

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ 13：00

まで

● ● ／ ● ／ ／

日・祝
／
／13 30～： 15 00：

○ ○ ／ ○ ○ ／ ／15 00 ～： 18 00：

9 00 ～： 12 00：
手術

松山市森松町131－3 （089）970ー1722

14 30 ～： 18 00：
9 00 ～： 13 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土

※
※眼科のみ診療～17：00 《休診日》日曜・祝日
眼科の受付は診療終了時刻の30分前までとなります。
松山市竹原２丁目1－50 エバーグリーン松山（1号館）1F

（089）921ー7000

／

せきかわ皮ふ科
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ▲
● ● ／ ● ● ／

日・祝
／
／

▲…土曜日 午後1：00迄
午後2 30～： 6 30：
午前9 00～： 12 30：

松山市平和通5丁目2ー12 1階
（089）935ー4112

https://sekikawa-derma.com

内科・循環器内科

サービス付き高齢者向け住宅

ケアセンターとかじ

戸梶内科医院
松山市味酒町1－4－12 （089）931ー5781

松山市味酒町1－9－15 （089）998ー2255

松山市萱町2－4－7 （089）932ー2255
サライ萱町

グループホーム清風■ デイサービスセンター和楽■

■居宅介護支援事業所とかじ

松山市味酒町２丁目９ー９ 

（休診）日曜日・祝日

診療時間 月 金 火 木 土 水 

休 休 休 
休 午前9時～12時 

午後2時～ 6時 

日 

・物忘れ、不眠、気分の落ち込みなどの相談
・初診の方は電話予約をお願いします

かわさき眼科

089・951・6110

松山市三杉町１－１
（セブンスター三津店西隣）

午後 1 3０～： ３ ００：
午前 8 3０～： １2 0０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
★ ★ ★ ★ ★ ★
手術 手術 手術 手術／ ／

日・祝
／
／

午後 3 ００～： 5 0０： ★ ★ ★ ／ ★ ／ ／

白内障手術・硝子体手術・緑内障手術
一般眼科手術などの日帰り手術

（089）998ー2525
松山市枝松1－9－48 予約優先・駐車場完備
受付時間は診療時間の30分前に終了します。

午後 1 3０～： ３ ００：
午前 8 3０～： １1 3０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
★ ★ ★ ★ ★ ★
手術 手術 手術 手術／ ／

日・祝
／
／

午後 3 ００～： 5 0０： ★ ★ ★ ／ ★ ／ ／

白内障手術・硝子体手術・緑内障手術
一般眼科手術などの日帰り手術

（089）998ー2525
松山市枝松1－9－48 予約優先・駐車場完備
受付時間は診療時間の30分前に終了します。

訂正版

午後 1 3０～： ３ ００：
午前 8 3０～： １2 0０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
★ ★ ★ ★ ★ ★
手術 手術 手術 手術／ ／

日・祝
／
／

午後 3 ００～： 5 0０： ★ ★ ★ ／ ★ ／ ／

白内障手術・硝子体手術・緑内障手術
一般眼科手術などの日帰り手術

（089）998ー2525
松山市枝松1－9－48 予約優先・駐車場完備
受付時間は診療時間の30分前に終了します。

FAX原見せ用

おかげさまで補聴器
　　　　　 ひとすじ88年

■ 補聴器センター辻 松山店

■ 補聴器センター辻 鷹子店
北藤原町２－３ （0８９）947ー1311
鷹子町５８８－２ （089）975ー5543

0120ー33ー4591
み　み し こ く いち


